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研究斡育成黒

快 ⑳不快刺激者岩お 富津る視聴覚⑳優位性⑳評価 藍岩関す る 萄罪究

瀧漂悠也1), 魚住 超1)

l)室蘭=業大学情報=学科

'i.はじめに
現代社会における日常生活は様々なス トレスに
満ちている.その解消法として五感に働きかけるこ
とによる様々なリラクセーションが研究されてい
る 1)｡一方, 人は日常生活において五感の
覚, 聴覚からの情報に大きく依存している

で
人
中

.覚は聴覚と比べて対象物の認識や位置の特定
れている性質を持つため, 人は聴覚よりも視覚が優
位の動物であるといわれている 2)｡しかし視聴覚の
優位性に関する先行研究では, 顔画像と声を用いて
の人物の印象評価において, 顔情報と声情報が一致
しない場合,顔よりも声が人物の印象に強い 影響を
及ぼすという結果も報告されている3). このことか
ら視聴覚の優位性は人に与えられる刺激の組み合
わせによって異なると考える.組み合わせの違いに
応じた視聴覚の優位性を明らかにできれば, 生理 ｡
心理的効果を高め, より効果的なリラクセーション
が期待できる.そこで人の生理 ｡心理状態に強い影
響を及ぼす快 ◎不快刺激について, その組み合わせ
に応じた視聴覚の優位性を評価する必要がある.
本研究では,生理 ｡心理情報から快 ｡不快刺激に
よる被験者の視聴覚の優位性を評価する.実験では
快 ｡不快刺激として被験者が快 ｡不快に感じる画像
と音を用意し, それらの画像と音を単独提示した場
合と,複合提示した場合に分けて行う.生理情報の
取得として心電図計測における自律神経活動から被
験者の快 ◎不快状態を判断し, 前頭葉の脳血流計測
における血流の増減から視聴覚の優位性を判断する
4).また心理情報の取得としでl矢｡不快刺激に対す
る印象アンケー トを行 う.単独提示時の生理 ｡心理
状態を基準として複合提示時を考察し, 快 ◎不快刺
激における被験者の視聴覚の優位性を評価する.

.-'J:I:.実験
2.'g実験環境
実験は健康な成人男性 2名(平均年 23.0,S｡Ⅰ):2.0)
に対して行った.事前に実験の趣旨と内容を十分に
説明し, 実験参加の同意を得た｡被験者の意識を提
示画像に集中させるために実験は夜間に暗室で行っ
た.ディスプレイは50V型プラズマディスプレイ
｢TH-50PHD8K｣(P a n a sonic株式会社)を使用し,被
験者とディスプレイの距離は約 2m とした.また被
験 者 の 意識を提示音源に集中させるために-ツドホ
ン ｢H P 偲Ⅹ500｣(日本ビクター株式会社)を用いた.
ま た, 快音圧は被験者に聞きやすい音圧に調節して
も ら い,不快音圧は60-70dBとした.
盟.2生理計測装置
心電図計測装置は ｢サイナアクトMTll｣(NEC
メディカルシテムズ社)を用い,誘導法は体動の影響
を避けるため,Mason且 ika r 変 法のLL偲A誘導を
用いた｡
脳血流計測装置は, ｢赤 外 線 酸素モニタ装置
NIR0-200｣(浜松ホトニク ス 株 式 会社)を用い,前頭
莱(1ch:右前額部,2ch:左前額部)の活動を計測した｡
2}3実験プ田睦ヨル
望｡3.瑠提示刺激の選択
画像と音は自然,動物,昆虫などのジャンルから
監快画像遜,監不快画像遜,監快音遜,監不快音詔に選定
した.これらをそれぞれ4つずつ用意し,被験者に
最も快く感じるものと最も不快に感じるものをそれ
ぞれ 1つずつ選んでもらった｡ここで不快刺激とし
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て用いた画像と音は被験者-の安全性を考慮し, 実
験で3分間継続して視聴可能なものを選んでもらっ
た｡
2.3.2実験 王(単独提示)
実験 Ⅰは実験前に選んだ 監快画像遜,監不快画像遜,
匿快音遜,監不快普通の4種類を単独提示したときの
生理 ｡心理状態を計測するために行った.実験 Ⅰの
プロトコルを図 1に示す.安静後に画像または音を
提示,そして印象アンケー トを行い,これを1セッ
トとした.1回の実験で 4セットの計測を行い,セ
ット間に7分間の休憩を設けた.今回はこの4セッ
ト1回の実験を被験者 1人につき3回,日を分けて
行った｡監画像または音提示題では際◎不快に感じら
れる画像と音を順不同に1つ提示した.また印象ア
ンケー トでは提示画像または提示音の好み､リラッ
クス状態についてそれぞれ 5段階で評価を行った.

図1 実験プmトコル瓦

2.3.3実験 Ⅲ(複合提示)
実験Ⅲは画像と音を複合提示したときの生理 ｡心
理状態を計測するために行った.実験Ⅲのプロトコ
ルを図 2に示す.実験手順と計測回数は実験 Ⅰと同
様であるが,監画像と音提示ヨでは実験 Ⅰで用いた画
像と音を 監快画像 ･快音ヨ,監不快画像 ｡不快音題,監快
画像 ◎不快音ヨ,監不快画像 ｡快音茂という組み合わ
せで順不同に1つ提示した.また印象アンケー トで
は画像と音を同時に視聴してどちらに興味があった
のか､リラックス状態についてそれぞれ 5段階で評
価を行った｡

図2 実験プロトコルⅡ

乱 解析方法
心電図解析にはMATI.AB6｡5(MathwoTks社)を使
用した.R-R間隔を算出して周波数解析を行い,LF
成分(0.05-0.15Hz)とHF成分(0.15-0.40Hz)に分
類し,HF成分を快状態,LF/HF成分を不快状態の
指標とした.
脳血流計測では,酸化-モグロビン(以下0Ⅹy潤b)
を脳の活動の指標とした.計測開始からの安静3分
間の平均値を基準値(0)とし,15秒の重複区間を設け
た上で30秒ごとの平均値を算出した｡実験 Ⅰにおけ
る0Ⅹy-Hbの増減を視覚優位と聴覚優位の指標とし
た.

櫓8結果と考察
本稿では被験者Aにおける3回の実験結果から再
現性のみられたものを加算平均し, 考察していく.
また複合提示実験では被験者Aに対する複合刺激の
中から 監快画像 ◎快音選,監不快画像 ◎快音潤の組み
合わせについて考察する.
乳l単独刺激における生理 に心理評価
実験 Ⅰにおける脳血流結果を図3に示す.図3は各
提示によって安静時からどれだけ血流量が変化した
かを表す.図3から 監快画像ヨ提示,監不快画像ヨ提
示において提示前の安静状態よりも0Ⅹy-Hbが増加
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した｡また,監快音遜提示,匿不快音遜提示において
提示前の安静状態よりも0Ⅹy潤bが減少していた.
このことから,0Ⅹy-Hbの変化は視覚優位で増加傾
向, 聴覚優位で減少傾向を示すことがわかった｡
実験 Ⅰにおけるアンケー ト結果を図4に示す｡ま
た, 心電図結果を図5に示す.図5は安静時と提示時
の自律神経活動を表す.図4のアンケー ト結果から
匿快画像遜提示,匿快音選提示ともにリラックス, 堤
示物の好みの評価が高い｡また, 図5から自律神経
活動では安静時よりも提示時においてHF成分が増
加,mF/HF成分は減少していたことから,被験者A
は快状態であることがわかった｡同様に,匿不快画像遜
提示,監不快音遜提示でも主観的評価を裏づける生理
的反応がみられた｡
軌望複合刺激における生理 四庖埋評価
実験Ⅲの 監快画像｡快音ヨ提示,監不快画像｡快音遜
提示におけるアンケー ト結果を図6に示す｡また脳
血流結果を図7に示す｡図7は各提示によって安静時
からどれだけ血流量が変化したかを表す｡図6から
被験者Aは 監快画像◎快音遜提示,監不快画像◎快音遜
提示ともに画像よりも音-の興味が強い｡図7から
監快画像 ◎快音遜提示において提示前の安静状態よ
りも0Ⅹy一肌 は増加した.また,監不快画像｡快音遜
提示において提示前の安静状態よりも0Ⅹy潤bは減
少した.ここで実験 Ⅰでの単独刺激における脳血流
量の変動傾向に着目すると,0Ⅹy潤bの変化は視覚
優位で増加傾向,聴覚優位で減少傾向を示していた｡
このことから被験者Aは 監快画像｡快音遜提示におい
て視覚優位,監不快画像｡快音遜提示において聴覚優
位であったといえる｡図6から被験者A 監快画像｡快
音周提示,監不快画像｡快音遜提示ともに画像よりも
普-の興味が強いので,刺激に対する興味と視聴覚
の優位性が一致しないケースもみられた｡
実験Ⅱの心電図結果を図8に示す｡図8は安静時と
提示時の自律神経活動を表す｡また,実験 Ⅰと実験
Ⅲの心電図結果とアンケー ト結果を比較したものを
表1に示す｡図6から 監快画像｡快音遜提示ではリラ
ックス評価が高い｡また図8から自律神経活動では
安静時よりも提示時においてHF成分は増加,
mF/HF成分が減少していることから被験者Aは快状
態であったことがわかる.この結果と実験 Iの 監快
画像周提示,監快音遜提示の結果を比較する｡図6か
ら 監快画像遜提示,監快音ヨ提示よりも 監快画像 ◎快
音遜提示のリラックスの評価が高い｡また, 自律神
経活動ではHF成分は単独提示時よりも複合提示で
増加傾向を示していることがわかる｡このことから
監快画像選と 監快音選を複合することで際刺激とし
ての効果が高まったと考えられる｡
次に図6から 監不快画像 ◎快音周提示ではリラッ
クス評価が低い｡また, 図8から自律神経活動にお
いてHF成分,mF/HF成分ともに減少している｡こ
の結果と実験 Iの 監不快画像遜提示,監快音遜提示
結果と比較する｡表 1のアンケー ト結果から 監不
画像 ◎快音遜提示のリラックス評価は 監不快画像
提示よりも高い｡また,自律神経活動ではHF成分
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単独提示時よりも複合提示で増加している｡脳血流
結果から聴覚優位という結果が得られているので,
聴覚からの情報を優先的に処理したため 監快音選が
匿不快画像選の不快刺激としての効果を抑えたと考
えられる.

5.奮起め
今回の実験で視覚刺激と聴覚刺激の組み合わせ
の違いに応じた視聴覚の優位性を示すことができた｡
中には視聴覚の優位性と刺激に対する興味が一致し
ないケースもみられた｡また, 視覚刺激と聴覚刺激
の組み合わせによって快刺激の効果を高めることや,

Fur?::7;i--'蓋

不快刺激の効果を抑えることが示された.
今後は提示前にストレス負荷を与え,被験者を不
快状態にすることで今回と同様の実験を行い, 視聴
覚の優位性に応じた提示をすることでリラクセーシ
ョン効果の検証をしていく.
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図8 実験Ⅱ心電図結果

表1 軍旗 二,:Ll二心電賓 こアこく･ケ- 卜結果比較
(塞:匿快画像け快音遜,看:監不快画像d快音遜)
快画像 快音ー快也懐.快音

HF[×105] 0.18 0.10 0.25(T)
LF/HF -0.99 -0.37I-0.74(-)

l不快画像 快音蓬不快画像ー快音
HF[×105]-0.29 -0.10 -o_06(I)
LF/HFlo.78 -0.37a-0.20(-)

(†):単独提示と比べ増加
(-):2つの単独提示の値の間の値


